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第 1839 回 例会 2 月 14 日（月） 

 

◇点  鐘 新原会長 

◇ソ ン グ “奉仕の理想” 

◇ゲスト並びにビジターの紹介 

 ゲスト：米山記念奨学生 イクバル・トゥーバさん 

◇会長挨拶並びに報告 

 皆さんこんにちは。今日は国際奉仕委員会担当例会です。

山辺委員長に卓話をしていただきます。テーマは「中小企

業のDX」ということで、詳しく聞きたいと思います。 

 明るい話題ですが、北京オリンピックは今日で 11 日目

です。日本の選手の活躍が素晴らしいです。現在のメダル

数は、金が 1 個、銀が 4 個、銅が 5 個です。フィギュア 

スケートの 18歳の鍵山選手は富山県と縁があるそうで、

5 歳でスケートを始め、7歳まで富山にいたそうです。父

親もオリンピック選手で、富山にあるスケートセンターで

インストラクターをしておられたそうです。富山県につな

がりのある選手が 4 年後に金メダルを期待されています。

ご自身も金メダルを取り、新しい自分を作りたいと言って

いるそうです。私達も、富山県とかかわりのある鍵山選手

を応援したいと思います。頑張ってください。 

◇トゥーバさんへ2月分の奨学金をお渡しする 

◇幹事報告 

１） 次回2月21日（月）例会は、飯野道子行政書士事

務所 代表 飯野道子様をお迎えし、卓話を頂戴いた

します。よろしくお願いいたします。 

２） 回覧：①会報NO.21 

②2022-23年度のロータリー手帳の販売案内 

◇委員会報告 

＊荒木雑誌委員長より「ロータリーの友」2月号の紹介 

◇出席報告  出席者 25名 メイクアップ済 0名 

※内、Zoom出席者1名 

◇ニコニコBOX報告 

新原会長：オリンピックのフィギュアスケートで富山に

縁がある鍵山選手の銀メダルおめでとう 

山辺委員長、今日の卓話よろしくお願いします。 

勝山 功君：義理チョコ、誰もくれないとくどいていたら、

吉谷さんと山辺さんからチョコを頂きました。あり

がとうございました。 

野尻信晴君：カキ、同級生9名で食べに行きました。いく

ら焼いても口のあかないカキを無理やりあけて食

べるのはやめましょう。山辺さん、吉谷さん、ギリ

チョコありがとう 

【今年度ニコBOX累計額 272,736円】 

◇本日のプログラム（担当：国際奉仕） 

会員卓話「中小企業のDX」 

山辺知代 国際奉仕委員長 

●DXとは 

 企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データと

デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、

製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、企業文化、風土を変

革し、競争上の優位性を確立すること 

●DXは単なる IT化ではなく 

 場合によっては、業務そのものや組織、プロセス、企

業文化・風土までも変革する必要があるようです。 

●コロナ感染症がDX化を一気に後押し 

・感染防止のためのテレワーク 

・密を避けるためのZoomによるミーティング 

・DXを加速させるための潤沢な補助金・助成金 

●課題は？ 

・ITツールを入れるだけで即効率化・コスト削減ができ

ると思っている。 

・どこかに「決まった答え」があると思っている。 

●小規模事業者や中小企業のDX 

→意識改革が最も重要 

名誉会員 会員数 本日の出席率 
1/31例会 

修正出席率 

1名 35名 89.29 ％ 77.78 ％ 


